
査読開始

査読に進めるか
を編集委員長が

判断

編集委員長が査読担当委員1名を指名

査読担当委員は査読者2名を選定、
査読を依頼 ¹

査読者による査読
（3週間）

査読に進めるか
を査読担当委員

が判断
編集委員長が確認

2名の
査読結果は
いずれもD

2名の
査読結果は
A、B、C
のいずれか

3名の
査読結果が

Dと
A、B、Cの
いずれかに分

かれる

査読担当委員は
内容を確認し、
さらに査読者
1名を選定、
査読を依頼
（著者にも査読
延長の旨を連
絡）

2名の
査読結果は

Dと
A、B、Cの
いずれかに
分かれる

査読担当委員が
判断

（最大1週間）²
著者修正
（1ヶ月）³

編集委員長が確認

掲載

編集委員会が確認

査読結果

A．このまま掲載可
B．微修正により掲載可

（修正期間1週間程度）
C．大幅修正・種別変更に
より掲載の可能性有
（修正期間2か月程度）

D．掲載否・返却

投稿論文査読の流れ 令和2年12月23日改正

掲載否 ⁴

投稿論文到着

¹ 著者名は伏せる。査読結果用紙記入を依頼。
² 査読担当委員が審査コメントを作成する。2回目以降の査読の際は、
他の査読者のコメントとそれへの回答も同時に送付。

³ 修正提出日を延長したい場合は連絡してもらう。
⁴ 掲載否の際も審査コメントを作成、送付。
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